
コーナースタンド CS-SH803 / 803-B ■ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みください。　■特に｢安全上のご注意｣は必ずお読みください。
■お読みになった後は、いつでも取り出せる場所に大切に保管してください｡
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寸法図

完成図

1 ベースに本体フレームの取付

2.　本体フレームを前後に気を付けてベースの凸部に差し込み、組立ネジで取り付けます。

2 本体フレームにブラケット受けの取付

7 転倒防止対策について

CS-SH803

※イラストはCS-SH803

取扱説明書

本体フレーム上部にブラケット受けを付属のブラケット受け取付ネジで取り付けます。
取り付けの際は、前後を間違いないように気をつけてください。　
※ブラケット受けの取り付け高さは、50mmピッチで3段階調節可能です。

・ 転倒防止のため、付属の転倒防止ワイヤーの先端輪っか部を本体フレームとブラケット受けの隙間を通し、下図のよう
   に本体フレームに巻き付けます。ワイヤーはリーズロック、壁面側の金具、再びリーズロックを通して締め付けます。
   ワイヤーは、リーズロックと水平にして取り付けてください。
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【本体部品】
名称 数量

① 本体フレーム

② ブラケット

③ ブラケット受け

④ 光漏れ防止カバー

⑤ 前カバー

⑥ ベース

1

お買い上げいただき、まことにありがとうございます。

前

後

【塗　装】：前カバー …シルバー
　　　　　   その他 … ブラック
【材　質】：スチール
【質　量】：約33.0kg
【耐荷重】：21kg

⑥

6 本体フレームに前カバーの取付
1.　本体フレーム側面に取り付けられている4箇所のネジ＋スペーサー部に前カバーの
　　引っ掛け部を引っ掛けます。

必ず2人以上で
組み立ててください。

ブラケット受け

本体フレーム

ブラケット受け取付ネジ（４本）
前

後 3段階の高さ調節
50
50

ベース

組立ネジ（6本）

本体フレームの取付方向に注意

この部分が本体フレームより
突出している方が前

ワイヤー扱う際は、先端部にご注意下さい。
特にほつれがある場合は、けがの原因となります。

取り外した保護キャップは、無くさないように保管
し、必ず付け直してください。

取り付け位置の壁面強度の確認を行い、取り付けを
行ってください。強度が不足する場合は、十分な
補強を行ってください。

本製品の設置には特別な技術が必要ですので、販売
店や工事店にご相談ください。お客様による工事は
一切行わないでください。本製品の転倒やディスプ
レイの落下などによる破損やけがの原因となります。

ワイヤーの通し方、リーズロックの使用方法

・ ワイヤーは、必ず壁面に固定してください。　壁面側に固定する金具やアンカーボルトなどは付属しておりませんの
   で、準備のうえ壁面の強度に適した方法で固定してください。

1.　保護キャップを外したワイヤーの先端を
　    矢印の方向から側面穴に通す。

3.    通したワイヤーを逆に引き、力をかける。
　   ワイヤーの端は10mm以上出して調整ピン
       をロック。（ピンを矢印と反対にスライド）
　   外した保護キャップを付け直す。

※   ワイヤーの長さ調節をする場合、調節ピン
       を矢印方向にスライドしてロック解除。

調整ピン

リーズロック

本体フレーム

本製品を設置の際は、転倒防止ワイヤーの使用と壁
面への固定を行い、必ず転倒防止対策を行ってくだ
さい。 本製品の転倒などによる破損やけがの原因と
なります。

リーズロック 転倒防止ワイヤー

リーズロックとワイヤーは水平にして取り付けてください。

金具などで
壁面に固定

2.　壁面固定金具などにワイヤーを通して
　　反対側の穴にワイヤーを通す。

矢印

保護キャップ

プラスドライバー

使用工具

⑤

②

【付属部品】
名称 数量

組立ネジ      （M5×12）

ディスプレイ取付ネジ

　　　　　  （M6×14）

　　　　　  （M6×18）

　　　　　  （M6×25）

　　　　　  （M6×35）

　　　　　  （M8×20）

スペーサー

6

4

4

4

4

4

4

前カバー取付ネジ
                       （M5×12）

名称 数量

（保護キャップ、
　リーズロック付き）

4 ディスプレイにブラケットの取付

ブラケット

（ M6×14 / M6×18 / M6×25/ M6×35 / M8×20 ）
ディスプレイ取付ネジ（4本）

下

上

　ディスプレイに最適なディスプレイ取付ネジを選択いただき、ディスプレイ背面に
　ブラケットを取り付けます。

柔らかい布など

※本製品はディスプレイがタテ向きの設置専用です。横向き設置も可能ですが、コーナーに
　本体を設置する際、ディスプレイが壁面に干渉する場合がございますので、ご了承ください。

ディスプレイ画面を傷つけないように平らな場所
に柔らかい布などを敷いて組み立ててください。

※ディスプレイの背面形状によっては
　スペーサーを使用してください。

ブラケット受けの取付方向に注意

3 本体フレームに光漏れ防止カバーの取付
　本体フレーム中間部に光漏れ防止カバーを付属の光漏れ防止カバー取付ネジで仮締めして
     取り付けます。 取り付けの際は、前後を間違いないように気をつけてください。
　また、後で取り付ける前カバーとの干渉を防ぐため、カバーを上方へずらした状態で
　取り付けます。　

③
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上面図
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光漏れ防止カバー 光漏れ防止カバー取付ネジ（４本）

前カバー

本体フレーム

光漏れ防止カバー

本体フレーム

光漏れ防止カバー取付ネジ（４本）

2.　前カバー側面上部を前カバー取付ネジで取り付けます。
3.　光漏れ防止カバー取付ネジを緩めて光漏れ防止カバーを下へずらし、ネジを本締めします。

※事前に配線処理を済ませてください。プラスドライバー

使用工具

プラスドライバー

使用工具

プラスドライバー

使用工具

プラスドライバー

使用工具

引っ掛け部
（左右4箇所）

クッション 4

クッション（4枚）

後

前

1.　本体フレームをベースに取り付ける前に底面にクッションを４枚貼り付けます。

底面図

本体フレーム 光漏れ防止カバーを
上にずらして仮締め
（ネジが長穴の一番下）

前
後

（別売）

※ワイヤーを取り付ける際はディスプレイを取り外して行ってください。

転倒防止ワイヤー

アオリ調整金具 2

ブラケット受け取付ネジ
                          （M6×16） 4

光漏れ防止カバー取付ネジ
                               （M5×12）

4

ブラケット固定ネジ
                       （M5×25） 2
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ディスプレイ

ネジ+スペーサー
（左右4箇所）

前カバー取付ネジ
（2本）

本体フレーム

ブラケット受け

CS-SH803-B 【塗　装】：前カバー …シルバー
　　　　　   その他 … ブラック
【材　質】：スチール
【質　量】：約36.0kg
【耐荷重】：33kg

上面図
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5 ディスプレイの取付
1.　ブラケット受けにブラケット中央部のツメを引っ掛けます。取付の際は、スタンドの本体と
　　ディスプレイの中心位置を必ず揃えてください。　

ディスプレイが前傾している場合は、アオリ調整
金具を右図のようにブラケット下部に取り付けて
から固定ネジで締め込んでください。 アオリ調整金具

ブラケット

ブラケットのツメ

ブラケットのツメが
引っ掛かった状態

ブラケット受け

2.　ブラケット下部にブラケット固定ネジを取り付け、ブラケット受けに当たるまで締め込み
　　固定します。

ブラケット固定ネジ（2本）

ブラケット受け

ディスプレイ

ブラケット

ブラケット受け

ツメ

設置後、必ずツメがレールに引っ掛かっていることを確認してくだ
さい。ディスプレイの落下などによる破損やけがの原因となります。

プラスドライバー

使用工具

スタンド本体

スタンド本体の中心とディスプレイの中心位置を揃えて設置して
ください。スタンドの転倒による破損やけがの原因となります。

中心

中心



保証書欄

警告

注意

安全上のご注意 必ずお守りください

記載している耐荷重以上のディスプレイは取り付けないでください。耐荷重を超えた質量のディスプレイを取り付けると、
本製品やディスプレイの落下などによる破損やけがなどの原因となります。

ディスプレイを本製品に取り付け、取り外しを行う際は、必ず2人以上で作業を行ってください。
指示人数未満での作業はディスプレイの落下などによる破損やけがの原因となります。

ディスプレイの設置後は、メンテナンス時以外にネジをゆるめたり、はずしたりしないでください。ディスプレイの
落下など事故の原因となります。

不安定な床面や傾斜面などの場所に設置しないでください。本製品の転倒などによる破損やけがの原因となります。

本製品の設置については、販売店や工事店にご相談ください。お客様による工事は一切行わないでください。本製品や
ディスプレイの破損やけがの原因となります。

お使いになる人や他の人への危害、物的損害を未然に防止するため、必ずお守りいただきたいことを、
次の表示で区分しています。

この表示の欄は｢死亡または重症を負うことが想定される危害の程度｣です。

この表示の欄は｢傷害を負うことが想定されるか、または物的損害の発生が想定
される危害・損害の程度｣です。

警告

注意

壊れた部品を使用しないでください。落下によるけがの原因となります。万一、部品が壊れた場合には販売店にご相談ください。

本製品の改造・変更は行わないでください。ディスプレイの落下や破損など事故の原因となります。

安全確保のため、ボルトやネジ類は所定の場所に確実に締め付けてください。

本製品は生産より出荷に至るまで厳重に検査しておりますが、万一製品に破損またはご使用に支障をきたす場合は、
まことに恐れ入りますが購入先または下記宛先までお問合せください。

日本フォームサービス株式会社
電話：03-3636-0011 (代表)　ホームページ：https://www.forvice.co.jp　メール：marketing@forvice.co.jp

お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

この絵表示は、絶対にしてはいけない｢禁止｣内容です。 この絵表示は、してはいけない｢禁止｣内容です。

この絵表示は、必ず実行していただきたい｢指示｣内容です。 この絵表示は、気をつけていただきたい｢注意｣内容です。

この絵表示は、指に気をつけていただきたい｢注意｣内容です。

本製品はVESA規格に準拠した製品です。それ以外のディスプレイは取り付けられません。

本製品を設置の際は、必ず転倒防止ワイヤーの使用と壁面への固定を行い、転倒防止対策を行ってください。
本製品の転倒などによる破損やけがの原因となります。

使用中にジョイント部やネジのゆるみ、がたつきが生じた場合は必ず締め直し、直らない場合は使用を中止してください。
ゆるみやがたつきがあるまま使用すると本製品やディスプレイの落下などによる破損やけがの原因となります。


